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センターだより

新システム ACOSSOOについて

今年12月から来年 3月にかけて， ACOS77シリーズNEACシステム 800(以下S800

と略す。 S700も同様）のモデル 2が 1セット導入されることになりました。これに伴ない，

現有システム 3セット (N2200モデル700が2セットと， S 7 0 0が 1セット）は，来年

3月末から 8月にかけて順次撤去される予定です。以下 S800の概要を説明します。

S800は， S700の上位機種で，現行の S700と同じオペレーティング・システムACOS

-6で動作します。従って，ジョブ制御言語をはじめ，ファイルの利用法などシステムの利

用法は現在の S700の場合と同じです。

尊入される S800の機器構成を図 1に示します。 S800では，中央処理装置 (CPU)1 

台につき，演算処理装置*(Execution Processing Unit: EPU)を 2台まで内蔵させる

ことができます。 EPU1台の CPUをモデル 1,EPU 2台のCPUをモデル 2と呼んでいま

す。科学技術計算の処理能力はモデル 1で 1秒間に 200万命令 (2.0MIPS**),モデル 2

で 3.SMIPSとされています。 N2200/700およびS700の処理能力は，それぞれ 1.2 

MIPS, l.lMIPSですから， EPU単体としての速さはN2200/700の約 1.6倍， S 

7 0 0の約 2倍ということになります。また，当センターの CPUの総合能力は，現在の 3.5

MIPSから 3.8MIPSに向上することになります。

ひとつのプログラムで使える最大メモリ・サイズは，現在のシステムのアーキテクチャ＊＊＊

では， 192KWで， S700の場合と同じです (S7 0 0では，現在，運用上 105KWに制限

しています）。

前述のように， S700と同じOSを用いますので，利用可能な言語やその仕様等はすべて

S7 0 0と同じです。ただし， FORTRANについてし，;J:, 来年 6月に，コンパイラの機能拡張

が予定されています。その主な点は， 16進指数部および4倍精度の採用 (S800のハードウ

ェアで拡張された機能を生かすもので，これを使えば扱える数の範囲はおよそ10―155-10152,

精度は36桁強となります）と，デバッグ機能 (SUBCHK機能）の追加の 2点です。

＊ 演算処理の命令の実行に専念するプロセッサ。周辺装置の制御等は入出力処理装置が行なう。

** million instruction/sec 

＊＊＊仮想記憶のオペレーティング・システムは，昭和 54年3月に完成する予定です。
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運用面での詳細はまだ決まっておりませんが，オープン入出力，利用者入力，デマンド・

プリンティングなど，現在行なっている方式を引続き採用する方針です。

ACOSシステムの特長や利用法については，センターニュース第21号 (1976-6)以降

の各号や，センターからの刊行物のほか， NEC発行のマニュアル（センターニュースの最終

頁に一覧表があります）を御覧下さい。

（研究開発部藤｀ 井）

中央処理装監

S800モデル2

X2 X4 

口X 12 

図 1 A COSシステム 800の構成
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センターだより

新システムヘの移行計画

当センターの現有 3システムすなわちNEACシリーズ 2200モデル 70 0 (以下M700

と略す） 2セットと ACOSシリーズ 77NEACシステム 70 0 (以下 S700と略す）を約半

年の間に全面的に ACOSシリーズ 77NEACシステム 80 0 (以下 S800と略す）に切換え

るもので，その間に於ける運用面等の移行計画については，ソフトウェアの準備と新旧シス

テムでの併行連転のためのサービス・エリアの確保難等種々の問題があり，センターでも現

在検討を進めておりますが，何分にも準備の段階で，これから作業を開始するものであり，

現時点において時期的な問題及び連用方法等を明確に出来る状況にはありません。しかし，

利用者にとってはプログラムの書換え等重大な問題でもあり，移行計画検討段階での目標時

期及び運用をあえて公表するもので，遅れる可能性及び変更の可能性は十分ありますので，

この点ご理解のほどお願いするとともに，移行の際は何分のご協力をお願いする次第です。

以下，運用等に関する移行計画日程表と内容についても若干説明したいと思います。

なお，今年度（来年 3月末まで）は旧システムを中心に運用することとなりますが，新シ

ステム (S800)の連転についても，何らかの形態でサービスを行なうことを検討しており，

来年 5月以降に入りますと S800での運用が本格化することを考えますと，利用者の方々の

M700からのプログラム等の書換えはこの時期までに完了いただくことをセンターは望んで

おります。

1 移行計画日程表

年 月 シス テム関係 運 用 関 係

5 2. 12 ssoo搬入 (1演算処理装置）

53. 1 S800でのバッチ処理開始

53. 3 S800の 1演算処理装置追加

53. 4 大S7，0大0阪の電既設通端大末）のの信騒,-端,M末7の0移0行(大開塁教育大， 徳

II S700撤去

53. 5 スss開o始oでのオ プン・バッチ及び利用者入カサービ

53. 6 M700 ヵ# 2 撤去（オープン• 利
用者入用システム）

53. 7 S800でのデマンド出カサービス開始

53. 8 M7 用00# 1撤ム去） （リモート・パッ
チシステ
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2 運用関係

現有のM700で行っているサービス形態はそのまヽ包含することで検討しており，現状を

より改善することで進んでおります。移行期にはシステム本体については設置スペースが確

保されており，新旧システムの移行は併行連転により円滑に行なわれますが，オープン入出

力装置室及びデマンドプリンティング室等利用者のサービスエリアについては，別に準備す

るスペースはなく併行サービスを行なうことは不可能な状態で，この移行については最終段

階で短期間に行なう必要がありますので，その時期には何日か関連のサービスを休止し，新

システムでの運用に切換えることヽなります。

(1) 既設オンライン端末 (8700)の S800への移行

基本ソフトウェアは S800モデル 2においても，現用の S700においても同一のオペレ

ーティングシステム AOOS-6であり，センター側における S700から S800の接続部へ

の切換え作業のみで済みます。しかし，切換えの時期によってはAOOSファイルの移行ある

いは夜間延長運転等に問題があり，混乱をさける意味から来年 3月末-4月初旬の時期に実

施することを考えています。

(2) AOOSファイル

S800でのバッチサービスは来年 1月開始を予定しておりますが，センターでは s7 o o_ 

から S800へのファイル移行はファイル内容等の問題があるため利用者自身がファイルの移

行を行なっていたゞく等のことを考えています。

(3) 夜間延長運転

(1)等の関係で今年度（来年 3月末まで）については S800の延長運転は考えておりません。

たゞ し， S800搬入の段階で S700の延長運転増を考えています。

(4) オープン入出力及び利用者入カサービス

現M700から S800でのサービス切換作業は来年 5月頃を予定しております。 S800で

のサービスにおいては，ラインプリンター装置が全てオートカッター付きとなり，また，入

出力の表示及び投入ジョプの問合せ用としてディスプレィ装置を導入するとともにジョブ処

理状況の問合せ機能等ある程度のサービス向上を図るべく計画，検討を進めております。

(5) デマンドプリンティングサービス

現M700では計算結果をスタックするファイルに限度があり，種々制限を加えております

が， S800ではデマンド用機器の台数強化は無理ですがラインプリンター装置の性能アップ

とスタックファイルの強化によって，投入日よりある程度スタ・ノク可能とする等本格的なデ

マンドプリンティングサービスを計画しております。

(6) M700に接続されている既設リモートバッチ端末（大阪教育大，徳大，大阪電通大）

の移行
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センター側の準備がある程度進んだ時点で各端末と打合せを行なうことヽなるが，基本的

には端末側での変更を行なうことな<S8 0 0に接続する方向で検討を進めていますが，新シ

ステムの機能を利用するわけですから利用法はおのずと変更になります。

(7) 自動運転システム

M7 0 0で開発した本システムではバッチ処理のみ自動迎転が可能であったがS800では

オンライン処理についても可能とするよう検討を進めております。

(8) その他

現在実施について結論にいたっていない運用事項として磁気テープ (9トラック）のオー

プン利用及び計算結果のカナ文字出カサービスについて実施の方向で鋭意検討を進めており

ます。

（業務掛•共同利用掛）
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センターだより

端末機の設置経費等について

本センターとの回線連絡によるサービスを受けるために端末機を設置しようとする場合，

端末機経費は無論のこと，その他，モデム（センター側も含む）・工事費用等が端末設置者

負担となります。これらの詳細は次に示す通りですが費用についてはあくまでも標準的なも

ので，また，この費用は設置者が工事メーカー等に支払うものですので留意ください。

なお，接続可能な端末例等は本号 73ページ図 3-15利用可能な通信インターフェスを，

回線専用料等については日本電信電話公社（以下「公社」と略す）の各種利用規定を参照し

てください。

A. 責任分界点

1. 構内（吹田地区）専用回線の場合

設置者資 任

'I  

I,< 0ゞ

’ ’  
：センター貴任：

’’  

2. 構外（吹田地区外）専用回線の場合

回線接続機構

（構内線及び公社線）

設置者貴任

：：  
’’  ， , 、,

＇ ＇センター貴任，
''  

?:: 設置者責任とは経費等の負担をいう。
（注1)

B. 端局設置費用概算（端未機を除く）
（注2) (注3)

1. Dl規格回線使用（自営モデム）及び構内回線使用の場合

①変復調装置（モデム） 2台十②回線接続機構 1台＋①，②調整費＋回線工事費
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（構内回線等の工事費）＋公社回線申請代行料及び回線使用料（構内回線使用の場

合は不要）＋その他
（注2) (注3)

2. C 2 , D 5 , D 7 , D 9規格使用（直営モデム）の場合

回線接続機構 1台＋調整費＋回線工事費（構内回線等の工事費）＋公社回線申請代

行料＋回線使用料（モデム自体も回線の一部として扱われる）＋その他

c. 変復調装置（モデム）参考価格

品 -々CI 型 名 定価 (1台） 備 二弓

変(N復EC詞淡モ装デム骰） DATAXNZOOA 150,000円 300 BPS以下 公衆／特定用 zw 

” DATAXN200B 140,000 ／／ 特定用 zw 

” DATAXN1200A 170,000 1200BPS以下公衆／特定用2W/4W 

” DATAXNIZOOB 160,000 II 特定用 2W/4W 

” DATAXN2400A 430,000 2400 BPS以下公衆／特定用2W/4W 

” DATAXN2400B 410,000 ” 特定用 2W/4W 

” DATAXN4800BA 950,000 4800 BPS 特定用 4W  

” LSI-96 2,500,000 4800, 7200, 9600 BPS 特定 4W 

II M-96 3,400,000 性能同上，マルチプレクサ付

言謁製贔嘉嘉 DATAX30 OCA 150,000 600型電話用 300 BPS 

” DATAX300CB 150,000 ユニバーサル ” 
” DATAX1200CB 170,000 ” 1200BPS 

※モデムは公社機器認定品であればメーカは問わない。

D. 回線接続機構参考価格 (NEC製）

品 名 型 名 Iレンタル価格（月額） 備 考

:::::::::1:::::=:: 
m回線接続機構はNEC製に限る。

s. 0 0 0円 50BPS~1200BPS 回線用

9,000円 2400 BPS~9600 BPS回線用

E. 調整費用概算

1. 回線接続機構の接続及び調整費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約 10,000円

2. 変復調装置（モデム）の接続及び調整費・・・・・・・・・・・・・・・・・…...... ……... ・・・・約 20,000円

F. 回線工事費概算

1. 吹田構内交換機よりセンター側モデム間・・・・・•…....………""…………• 約 15,000円

2. 端末側構内交換機より端末側モデム間………設置場所等によって異なりますので設置

者と工事メーカー間で打合せください。
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G. 公社回線申請代行料.................................................................. 約 40,000円

H. そ の 他

公社回線を利用する場合，新設時の一時費用として架設費用（設備料，取付料）と D1 

規格以外の回線を使用，モデム等を設置したときは，その機器について債券引受額等を支

支払う必要が生じます。

たゞし，契約申込者が国立の機関及び学校教育法第 1条に該当する場合には，債券は免

除されます。

その他詳細については公社に問合せて下さい。

I. モデム相互間試験

自営モデム (D1規格及び構内線の場合等）の場合，送出レベル・受信レベル試験を設

置者側で行なってください。その後，結果を本センターヘ報告してください。

J. 公衆電話網端末

公衆回線を使用する場合には，端末側音響カフ゜ラモデムにかかわる費用のみが必要とな

ります。

（注 1) 端局設固費用概算を新設時の一時費用と毎月支払う等の経常費用に区分すると次のとおりです。

一時費用 変復調装骰，調整費，回線工事費，公社回線申請代行料，その他

経常費用 回線接続機構，回線使用料（公社モデム使用料を含む）

（注 2) D 1 : 3 0 0 Hz~3. 4 KHz 

02: 200BPS 

D5;1200BPS 

D 7 : 2 4 0 0 BPS 

D9: 4800BPS 

その他，くわしいことは公社特定通信回線の種類を参照してください。

（注 3) 直営は公社が電気通信設備を設置し，保守すること。これに対し，使用者自身が設置し，保守すること

を自営といいます。

（共同利用掛・業務掛）
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センターだより

T. S.S. 利用初心者のために

0. 最近，音響カプラーモデムで電話器接続による端末機（交換回線端末）の普及が著しく

全国何処からでも計算機を使用できるようになり，それに伴なって T.S.S.ユーザーは

増加の傾向を示してきました。また，計算機の使用についても，特にファイル関係の充実

により，バッチ系，オンライン系の区別なく利用可能になったので，ユーザーにとっては

好都合であります。そこで，今までバッチオンリーのユーザーが「 T.S.S.を利用する

には？ 」とに答えてこの小冊子を書いてみました。はじめに， T.S.S. に関して飽く

迄初心者を対象としておりますが，ここでは，すでにFORTRANフ゜ログラミングを多少

なりとも経験されているものと仮定して，話を進めます。先ずは，大雑把に会話の流れを

図示します。

□ 
,-----------------
I 

~ I 
I 

'--------------------
システム側

--------------------, 
I 

コレクタファイルHカレ／トファイル臼 プログラム
の作成 の作成 l 入力

I 

実行 結果

--------------------」

□ □  
図中、~. F. T., コレクタファイル，カレントファイル等は後程出て来ますので，気

にせずに話を進めましょう。
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1. T.s.s. での FORTRANについて特別な約束を少し述べます。

＊） 
1. プログラム入力時，ラインナンバーを付ける。 （これについては，自動的にライン

ラインナンバーを付けるコマンド（システムに命令を与え

コマンド又は AUTOXコマンド）

）があります。 (AUTO 

2. ステートメントの位置は，カード形式 (FORM形式）でなくてよい。すなわち，フォ

マット・フリーである。これをノーフォーム形式 (NFORM形式）と呼ぶ。

3. 継続行は＼＆”を用る。 (NFORM形式の場合）

以上， 3点です。他はすべてバッチ系と同じです。もちろん， FORM方式で入力して

もかまいません。

では，以上のこと して簡単なプログラムを入力し，修正し， してみましょう。

次の例は， Simpsonの公式を使って，確率密度関数 f(x)=-
1 _ __£ 彎

~ 
e 2 をx=0.2 か

らx=0.7まで，きざみ巾 L=0.01で積分するプログラムを作り，実行してみます。

2. 実際例（下線部がユーザ入力を示します。〇で囲んだ部分は後でも説明します。）

簡易コネクト (~CTRL11 キーと "'A" の同時打鍵）により計算機本体と接続。

AC:DS一6 T琴，:,::::.こ, or-1 u:-•. ヽT3.-•?7 日 i l を'• l 14 こH白iHEL 040弓 ……接続開始日時

US:EF.' ID ーらOOOABOOO!

PAS:. 砂IOPDー一
顛暉簡簡隕酬章l

① :: 謬 TEl'l?FPF'T t・l 
REAIり＇

② 屯工旦
令 01o Fu、： , =E:,:P (一ぷ••2、'2 •. • +AA 
+020 F;EAD(5,LJ:~T)H白」 INE, 01,JAR I 
+030 READ<.5,L!ST:•t'll, 日!,Ll,r・l2,M2囀 L.2
+040 AA=!. /S:G1F:T <.2. +こ：；.:,,. 1416:> 
令1):,1.1 AO=F, 冷奴
+I)ら0AI=F (公、＇，
+070 S:O=O.; こ:E=O. 
+O:c:O DD 1 I=rH,Vi!, し1
••)90 ><=I/100. 
+100 SO=.:W+F Cべ：;, 

+110 DO 2 I=M2,!'12,L2 
令 120 1<;=!/t,1:11:1・
+13fl 2 S.E=<・E+F C•,) • """"""'"'""""""'',,0,:,,,,,,,,,,,,.,,.,,,,,,,,,,,,,,. 

+140 S:EKIBIJ「i=(AO+A1+4.+S:日+2.令 SE).,:3,:,,:1 
令150l,JRITE <• 幻 1;:,;, Sci'I BUM 
令 1ら0 10 F口RPlAT<." KDTAE=", Fl (しら：＇
令 170 ご、T口P" SEl,.-IBUr・i口i,iARI"
+180謳
令 190 ◎

" 

③ +LIS:T 

……課題番号

•…•• パスワード (12字以内の英数字）
……①システム撰択 (FORTRANサプシステムを呼び出す

コマンドは始めの 4字まででよい）
……②自動的にラインナンバーを付ける

…… テキスト（プログラムやデータ）の終りは、 RETURN'
キーでよい

……③ LISTコマンドにより入カデータを端末に打ち出す

*) EDITORサブシステムを使いながら， プログラム入力の場合は，別にナンバーを付・けなくても

かまわない。
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3. 補足説明（実際例の中で， 0で囲んだ番号について）

① SYSTEM? FORTuN …… 会話を要求し， T.S.S. とコネクトできた場合

または，新たに別のサプシステム (T.S.S. のもとで利用できる処理形態で

たとえば， FORTRAl'l"サプシステムや CARDINサブシステム等）を要求し

たりするときに， SYSTEM選択レベルにする。例の場合， FORTRANサ

プシステムのもとで処理する。ここでFORTLJNは FORTRANコマンドとNEW

コマンドを用いる（コマンドは始めの 4文字までで有効，またNEWコマンドは

Nだけでもよい。） Nは新しくプログラム（データ）を入力するという意味であ

り，すでにプログラムが自分のファイルに登録してある場合，そのプログラム

を使用するには， OLDコマンドを使い，そのファイル名も指定する。

例…… FORTwOwFILE名

② *AUTO ...... 、*//により，次のコマンド入力を行う。このレベルをビルドモード

という。 AUTOコマンドによりラインナンバーを自動的に付ける。（プログラ

ム（データ）を入力する場合，ラインナンバーを付ける） AUTOにより 10ラ

インから 10おきにラインナンバーが付けられ，ラインナンバーのすぐ後にはプ

ランクが 1個自動的に入っている。任意のラインから任意のラインおきにナン

バーを付ける場合 …… AUTOLJ n, m (n ; 初期値， m;ステップ）ライン

ナンバーのすぐ後にプランクを入れない場合はAUTOを使った時は"'@"マー

クを 1つ入れればよい。また AUTOXコマンドを用いる方法もある。 AUTO 

コマンドと AUTOXコマンドの用い方の区別は，例えば制御言語やFORTRAN

のコメント等でカードでの第 1カラムに当る場所に必要な文字を入れる場合に

AUTOXコマンドを用いる。一般に FORTRANプログラム入力の場合AUTO

コマンドの方がよい。

③ LIST …… はじめの流れ図の所にあったコレクタファイルやカレントファイル，

A. F. T. について少し述べてみます。先ず，図を御覧下さい

T.S.E. 
""'""'""'● """"""""""""""'"""""' 

A.F.T 

-1 6-



④ RUN 

端末より会話要求があれば， ACOS-6というオペレーティング・システム

(O.S)のもとにある T.s. S. 用のo.s. である T.S. E. と接続され，

登録ユーザであればコネクトされます。その時T.S.S. の管理のもとでユー

ザ毎に端末の状態を把握するテープルが設けられますがその中に， A.F. T. 

と呼ばれるテープルも含まれます。これは今ユーザが使っているファイルを記

入してあるテープルです。一度使った，または呼び出したファイルは， この

A.F。T.に記入されます。もちろん，図中にあるコレクタファイルやカレン

トファイルも記入されていますし， OLDコマンドやLISTコマンド， RUNコ

マンドなどで使われたファイルも記入されますが，その数には制限があります

（約 18個）。ですから，時々この A.F.T。の中を見る時（例えばA.F.T.

が一杯になる時）があるかも知れません (STATUSコマンドを使う）。その

時，もう必要でないファイルがあればA.F. T. より消去してやれば新しく別

のファイルを呼ぶことが出来ます (REMOVEコマンドを使う）。コレクタ・

ファイルは端末よりラインナンバー付でプログラム（データ）を入力された時

一時ここに溜り，ある大きさになると， カレント・ファイルに渡します。私達は，

このカレント・ファイルと遣り取りしているわけです。これら，コレクタ・ファ

イルとカレント・ファイルは， T.s. S. 接続中システムが自動的に割り付け

てくれます。会話が終ればシステムに戻されます。これをテンポラリィ・ファ

イルと呼んでいます。それに対し，ユーザ個有に与えられたファイルをパーマ

ネント・ファイルと呼びます。これは，カレントファイルで仕事をした結果を

コピーし，いつでも使いたい時に使ったり直接バッチ系から入力しておいたり，

また，処理結果を直接書き込んでおいたりもできます。カレント・ファイル

からパーマネント・ファイルヘ書き写しておくために SAVEコマンドや RE-

SAVEコマンド（すでにファイル名が現存する場合）を使います。また，パーマ

ネント・ファイルからカレント・ファイルに書き出しておくには OLDコマンド

を使います。以上，長くなりましたが，本題に移ります。③のLISTコマンド

は，カレント・ファイルに書いた内容をリストアップしております。パーマネン

ト・ファイルの内容をリストアップする（ファイル名だけの）場合 CATALOG

コマンドを使い，その内容を見る場合LIST~ ファイル名を使います。

入力したプログラムをコンパイルし，あやまりがなければ実行まで

行います。この RUNコマンドには色々のパラメータがあります。

形式は→ RUN'--'fs=fh; fc (opt)ulib# fe 

f s → コンパイラまたはローダの入カファイル名。複数個のファイルを

指定する場合 ~j IIで区切る。 f sの指定がなければ，カレントファイ
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ルが入力とされる。（実際例の場合がそれに当ります。）

f h → ローダにより作り出された実行形式ファイルをパーマネント・フ

ァイルに格納しておくためのファイル名。 fhの指定がなければテンボ

ラリィ・ファイル上に作られる。

f C → コンパイル結果をパーマネント・ファイルに格納するためのファ

イル名。 fcの指定がなければテンポラリィ・ファイルに作られる。

opt→ コンパイラーまたはローダに対するオプション指定。

ulib→ 利用者ライプラリィまたはMATH-LIB, センターライプラリ

ィを使用するときそのファイル名を指定する。 9個まで可能。

f e → 実行中に必要とするファイルを指定する（ワークファイル等に用

いる時）。

⑤ …… ＠マークはその直前の文字の消去(@マークキーは P文字キーの上段）

⑥ …… ＆は継続行

⑦ EDIT…… EDITORサプシステムの呼び出し。これは SYSTEM選択レベルで

も，ビルドモードでも呼び出すことが出来ます。

⑧ -F; 2.._,P ‘” …… ー はEDITORのもとでダイレクトモードというレベル。 F

; 2.._,PはEDITORのサプコマンド。 F;2は今修生しようとしているライ

ンにあるポインター（修生場所を示す）を 2つ進める， Pはその内容をプリン

トする。だから F;2.._,Pはボインターを 2つ進めて，その場所の内容をプリント

する。

⑨ -RS: /T" /: /T("L..J/ …… 文字列 T"を T("L..Jで置き換えるためのサプコマ

ンド

⑩ -P  …… ポインターのある場所の内容をプリント

⑪ -DONE …… 今のサプシステムを終らせる。この場合FORTRANサプシステム

のもとで EDITORサプシステムを呼び出したのでEDITORをやめ FORTRAN

サプシステムに戻る。

⑫ RESE …・・・ RESEQUENCEコマンド。ラインナンバーを付け直す。

⑬ -RS: /"N/ ;*: /"L.JN/ …… EDITORのサプコマンドで文字列 "Nを"uN

にすべて置き換える。

⑭ -B  …… ポインターをもとに戻す。 B;nでポインターを今の位置から n戻す。こ

の場合パラメータ省略だからポインターを始めの位置に戻した。

⑮ SAVEL.J SEKI BUN-I@@ 1…… カレント・ファイルの内容をパーマネント・

ファイルに入れておく。ファイル名は SEKIBUNI (ファイル名は 8文字以

内）
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以上の実際例を少しまとめてフローチャートに表わしますと図の通りです。

コマンド入力

① 簡易コネクト操作

ス~~凸： （ ， 'OTRL ” と‘'A ” 
キー）

@ FORT(RAN) 

◎ NEWまたはN

@) AUTOまたは

AUTOX 

⑮ RUN 

◎ SAVEまたは
〔PASSWARD-

RESAVE 

R OLD~ ファイル名ま

たはOL...Jファイル名

R EDIT(OR)サプシ

〔SYSTEM? ステム利用。または

ラインナンバー指定

FORTRANサニ
ステムを呼ぷ

⑨ SYSTEMまたは

DONE 
OLD OR NEW-6 

R BPRINTL.Jファイ
READY 

ル名
＊ 

R BYEまた簡易ディス

コネクト（ ヽヽCTRL II 

* 0 1 0 .___, と;:,C"キー）
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4. アドバイス（ここで T.S.S. 経験からのアドバイスを少し述べます。）

。 プログラム入力は AUTOコマンドを使う。

AUTOXコマンドを使えばコメントを入力できるがラインナンバーのすぐ後に

プランクがないため次の様な事が生じる。

* 00 1 OC***COMMENT*** 

* 0 2 0 0 CALL L...J SUB (……） 

とすれば0010はコメント，

0200はサプルーチンを呼ぶつもりだが， CALLのCがコメントとなり，ステー

トメントはコメント ALL'-'sunc……）となる。そこで 0200L....JC.ALL._JSUB 

（……）とするか，または，コメント以外はラインナンバーの後に：：：＃”をつけ

る。 0200:/+ CALL._, SUB (・・・・・・)また， AUTOコマンドを使ってコメントを

入れる場合は，ラインナンバーのすぐ後のプランクを＠マークで消去する。

* 0 1 0~@C *** COMMENT*** 

0 READ文には LIST形入力を用いる。データ・タイプを気にせず使える。

。 同じプログラムをデータだけを変えて何度も使う場合，プログラムの END文の前に

GOTO文を入れ前に戻してやる。その時READ文には END付を使うと便利。

1'-'READ(u, LIST, END= 999)…… 

I 
GOTO 1 

9 9 9 L.J STOP"'-'END'-'OF'-'DATA" 

END 

。 READ文の前にWRITE文で入力情報を入れておく。 T.S.S. の利点である会話を

活用する。

。 ワークファイルが充分使えるので中間結果をこのワークファイルに書き出しておきデ

ータの流れを見るのに利用する。この場合WRITE文に LIST形を使う。

WRITE(l. LIST)A 

I 
WRITE (10, LI ST) B 

I 
READ (1, LI ST) F 

I 
*RUN L.J# 1 ; 1 0 

I 
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。 STOP文にメッセージを入れておく。

s TOP II L.JGOKURO -SAN II 

。 プログラムを小さくするためにDIMENSIONをできるだけ小さくする。

また COMMONはラベルド COMMONを使う。

。 完成したプログラムはなるべくバッチ系 (CARDINサプシステム）で処理する。

では次に，端末よりバッチ系にジョプを投入するための CARDINサプシステムの実

際例を示しておきます。

5. CARDINサプシステムと JOUTサブシステム

これは端末を利用して，処理をバッチ系で行ない結果をセンターのプリンターに出力し

たり，また，端末に出力したりするシステムです。

ここでは，前に T.S.S。で作ったプログラム（ファイル名 SEKIBUNI) をファイ

ルより取り出しバッチで処理し， JOUTサプシステムを用いて端末に出力しております。

6. 実際例

AC口＄—6 rs:s: (F:・,: 雲 2) Dl'i O? ズl'.:砂，：・;,-Hl 

lJ:SER ID ーらOOOAB00(1!
PAS訊 1QPDーニ
血碑碑鴎1!6'邸
ざ 心TEM ?CARD t-i 

"' 
F:EADY 
+AUT口因
''  

+0010$: IDEtH: 6000AB0001, f<:EIDAI 
+0020$:0PTI口r;:F口RTF:RN
令 0030$:F口RTe:Ati:t-JF日Rl1
+0040既吝巨i,.J:CTA::SEド：IE:i,lill 
+0050ぷ：らD

ャ

+OOE,(i:,o. 2, Cして
+0071):,21,o: ふ染呈歪桑：逗 ｝データ

+0080$:EHIは口E
+ 0 09 0 @-. -・ー

+RUN .' 
S:MUMB ゎ 7%:11

CARD FOF:MR"「,DIS:POc:I1 !OH ? 

且
+_1s:TS: 7981 T 
7981T - fi口T Hi s:・ ・r'S:TEM
+.JS:TS: 7翠 1T
7981 T -02 ,.,JAi T-PEF:IP 
9且：E 798l_T 
?"381T -1)2・ TERM!r-H'!Tlr-iら
+ .• ,l(JI.IT 7:;l,!;¥l T 
FUtiCTID「'i"Llこ：T・，

ACTI '• ・・'I1 Y 1 
REPDF'.T CODES: 
出ぷ

74 

1さ.:,:~.::、 CHAf'if·iヒ L 1.1101 

CARDINサプシステムを呼ぷ

ジョプ制御言囃i
コンパイラ・オプション •NFORM形式
T. S.S. で作られたファイルを引っばってくる
コンパイルと実行

CARDINサプシステムの RUNコマンド

受付番号
カード形式と出力場所の指定
ノーマル形式と JOUT

ジョプ• ステイタス

JOUTサプシステム
出力結果のリスト内容を知るコマンド

｝アクティビティ 1のリボートコード

以下、各アクティビティの内容出力を示す。
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以上実際例を示しましたが，これら T.S.S. でのファイルの利用方法や会話型リモート

バッチでの制御言語の使用等については，センターニュース本号 (No.26)「A00Sのファイル」

（その 3)ファイル利用法を参照して下さい。また，コマンドについてはマニュアルの

「タイムシェアリング説明書」を EDITORサプシステムについては「テキストエディタ

／ランオフ説明書」を，会話型リモートバッチについては「会話型リモートバッチ説明書」

を参照して下さい。 （研究開発部 多喜）
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センターだより

各種委員会委員名簿

運営委員会委

所 属 職 名 氏 名

未女 員 長 センター長 教 授 ！ロ口J’ 木 修

未女 員 東北大学 電気通信研究所 助 教授 高 橋 理

” 東京大学 教 捉 学 部 教 授 小 野 周

” 京都大学 大型計算機センタ 助 教 授 星 野 聰

II 神 戸大学 工 学 部 II 吉［口J 林木 年

” 岡山大学 理 学 部 ” JII 端 親 雄

” 徳島大学 工 学 部 ” 冨 田 豊

II 大阪府立大学 ” 
教 授 児 島 義 明

” 大阪市立大学 理 学 部 ” 尾 崎 誠之助

” 関西学院大学 II II 中 津 和

” 大阪大学 人間科学部 ／／ 西 田 春 彦

” ” 経 済 学 部 ” 横 山 保

” ” 理 学 部 II 金 森 順次郎

II II 医 学 部 助 教 授 魚 住 光 郎

II 

” 工 学 部 教 授 尾 崎 弘

” ” 
II 

” 関 谷 全

” 
II II 

” 笠 井 暢 民

” ” ” 
／／ 牧之内 郎

” ” ” 助 教 授 安 井 裕

” 
II 基 礎工学部 教 授 木 澤 誠

” 
II 

” ” 藤 澤 俊 男

” 
II 教 捉 部 ” 西 山 俊 之

” 
II 産業科学研 究 所 ” 角 所 収

” ” 蛋白質研究所 ” 角 戸 正 夫

” ” 事 務 局 長 齋 藤 寛治郎
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常任委員会委員

所 属 職 名 氏 名

未女 員 長 センター長 教 授 高 木 修

未女 員 関西学院大学 理 学 部 II 中 津 和 ＝ 
II 大阪大学 経 済 '子"'立 部 ” 横 山 保

II II 理 学 部 II 金 杯木 順次郎

II 

” 工 学 部 ／／ 尾 崎 弘

” 
II 

” ” 関 谷 全

／／ II ／／ II 牧 之内 ＝ 郎

” 
II 基 礎工学部 ” 藤 澤 俊 男

” 
II 産業科学研究所 ” 角 戸 正 夫

教育・広報専門委員会委員

所 属 職 名 氏 名

ラ玄 員 長 大阪大学 理 学 部 教 授 金 林木 順次郎

未女 員 丸阪電気通信大学 工 邑子 部 ” 石 桁 正 士

” 大阪大学 人 間 科学部 ” 関 隆 竺天

II II 理 学 部 講 師 崎 山 稔

II 

” 医 学 部 II 渦， 木 国Eヨ 彦

” 
II 工 学 部 助 教 授 安 岡 則 武

II II II 講 師 林 正

II II 基 礎 工学部 助 教授 保 田 豊

” ” 教 養 部 ” 吉 田 光 雄

” ” 
II 

” 渡 部 陽

II II 産業科学研究所 II 張 吉 夫

研究開発計画専門委員会委員

所 属 職 名 氏 名

ラ女 員 長 大阪大学 工 学 部 教 授 牧 之 内 ：：：：： 郎

未女 員 ” 理 巫子 部 助 教 授 村 岡 光 雄

” ” 工 学 部 教 授 笠 井 暢 民

” ” 
II 助 教授 安 井 裕

” ” 教 養 部 ” 萬 代 郎
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次期システム検討委員会委員

所 属 職 名 氏 名

ラ女 員 長 センター長 教 授 高 木 修

未女 員 大阪大学 経 済 学 部 II 横 山 保

” 
II 工 砂寸・ - 部 ” 尾 崎 弘

II 

” ” 
II 牧之内 郎

II 

” ” 助 教 授 安 井 裕

” 
II 基 礎 工 学部 教 授 藤 澤 俊 男

II 

” 大型計算機センター 助 教 授 藤 井 護

運用室会議委員

所 属 職 名 氏 名

座 長 大阪大学 工 学 部 教 授 関 谷 全

ラ女 員 ” 理 学 部 助 手 城 健 男

II ／／ 薬 学 部 講 師 脱"足 原 隆

” ” 工 学 部 助教 授 安 井 裕

” ” ” ” 加専 納 秀 明

” ” 
II 助 手 橘 英三郎

II 

” 基礎工学部 助 教授 吉 沢 能 政
I 

// II 産業科学研究所 助 手 小 藤 吉 郎

” ” 蛋臼質研究所 助 教 授 田 中 信 夫

プログラム相談員名簿

所 属 職 名 氏 名

大 阪 大 学 工 学 部 助 手 打 浪 清

II 

” 
II 甲 品ょに 泰

II 

” 
II 河 田 亨

” ” ” 築 山 修 治

” ” 
II 伊 東 弘

” ” 
II 斎 藤 年 史

” 基礎工学部 II 植 村 知 正

” 教 養 部 ” 森 昌 弘

” 薬 学 部 教 務員 藤 井 敏
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所 属 職 名 氏 名

大 阪 大 学 理 学 部 研究生 塩 崎 義 弘

大 阪 大学 大学 院 工学研究科 後期課程 竹 田 博 文

” 理学研究科 ” 畑 安 雄

学 術 振 興 A コ （エ 学 部） 奨励研究員 前 田 幸 典

” （理 学 部） II 赤 井 久 純

プログラム指導員

所 属 職 名 氏 名

釧路工業高等専門学校 講 師 風 間 輝 雄

東 北 大 学 電気通信研究所 助教 授 高 橋 理

” 理 学 部 助 手 氏 家 慧

岩 手 大 学 工 学 部 助 教 授 照 井 武 彦

東 牙． 
辰“” 工 大 学 ” 助 手 音 田 稔

” 
II 

” 国 眼 孝 雄

電 左x¥ 通 信 大 学 ／／ 斉 藤 栴 朗

神 奈 JI I 大 学 工 学 部 ” 鍛 島 静 子

茨 城 大 学 理 学 部 教 授 岡 本 茂

東 牙’’ 水 産 大 学 講 師 堀 友 雄

信 州 大 学 繊 維 学 部 助 手 島 田 潤

玉 JI I 大 学 工 学 部 助 教授 中 村 充 伸

岐阜工業高等専門学校 ” 橋 浦 正 史

名 古 屋 市 立 大 学 経 済 学 部 助 手 小 林 アヤ子

名 古 屋 工 業 大 学 教 授 佐々木 次 郎

名 古 屋 大 学 大型計算機センター 助 手 飯 田 ＝ 郎

金 沢 大 学 工 学 部 教 授 長 田 勇

” ” 助 手 西 JII 清

京都工芸繊維大学 教 授 弓 場 芳 治

金 沢 工 業 大 学 助 教 授 加 藤 恭 子

滋 賀 大 学 経 済 学 部 ” 大矢知 浩 司

II 

” 助 手 法 平こ~云 俊 邑

関 西 学 院 大 学 理 学 部 講 師 雄 山 真 弓

岡 山 理 科 大 学 情報処理センター 助 手 青 江 俊 夫

神 戸 大 学 工 学 部 ／／ 鷹 岡 康 夫
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所 属 職 名 氏 名

阿南工業高等専門学校 助 手 吉 JII 勝 幸

大 阪 医 科 大 学 講 師 山 本 和 子

大 阪 府 立 大 学 計 算センタ 助 教 授 西 村 ミ チ コ

広 島 修 道 大 学 商 学 部 教 授 田 辺 拓

南 九 州 大 学 園 芸 学 部 講 師 増 田 康 雄

九 州 大 学 工 学 部 助 手 塩 Ill 浩 ＝ 

大 阪 大 学 医療技術短期大学部 講 師 大 森 正 昭

II 歯 学 部 助 教 授 森 脇 i卓里

II 工 学 部 I/ 難 波 義 治

” ” 助 手 山 本 雅 彦

” ” ” 橘 英三郎

” 産業科学研究所 II 小 藤 吉 郎

” 教 養 部 助 教授 萬 代 郎

II 

” ” 小 JI I 和 英

” 核物理研究センター 1
II 山 奇 魏

II 人 間科学部助 手 高 橋 倫 也
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センターだより

昭和51年度下半期のセンター状況報告

◎ 月別ジョブ処理状況

~ 10 11 12 1 2 3 計

処理件数 6,255 6,546 7,043 6,820 7,327 6,378 40,369 
ォープン

CPUT 85,254 81,444 85,360 87,736 104,467 95,426 539,687 

処理件数 1,696 2,346 2,958 3,112 3,795 2,308 16,215 
A 

CPUT 99.021 155,857 208,062 228,434 294,513 205,041 1,190,928 

処理件数 1,941 2,082 2,253 2,567 3,383 2,146 14,372 
B 

CPUT 346,715 394,717 522,997 600,817 934,841 507,944 3,308,031 

処理件数 172 206 200 152 264 167 1,161 
C 

CPUT 144,426 194,019 208,706 193,229 358,324 168,854 1,267,558 

処理件数 18 170 190 251 517 76 1,222 
暫定 バ ッ チ

CPU'l' 67 58,728 1,354 885 4,558 370 65,962 

処理件数 389 602 538 595 785 328 3,237 
R J E 

CPUT 24,314 34,576 18,283 41,534 51,097 31,684 201,488 

処理件数 1.465 1,557 1,608 189 463 616 5,898 
そ の 他

CPU'l' 23,103 21,461 29,070 2,348 9.828 18,065 103,875 

処理件数 11,936 13,509 14,790 13,686 16,534 12,019 82,474 
計

CPUT 722,900 940,802 1,073,832 1,154,983 1,757,628 1,027,384 6,677,529 

I N 会 話 数 690 686 627 640 738 410 3,791 

500 CPUT 146,638 147,522 128,481 157,098 143,865 98,398 822,002 
TSS 

s 会話数 300 617 789 1,022 1,020 692 4,440 

7 00 CPUT 4,410 8,414 31,117 82,329 145,082 10,748 282,100 

◎ ジョブ区分別平均待ら日数

＼ 10 11 12 1 2 3 平 均

ォープン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

A 0.0 4 6 0. 0 8 6 0. 0 9 0 o. 3 5 4 0.2 1 3 0.0 6 2 0. 1 6 1 

B 0. 0 8 7 0. 2 7 1 0. 8 3 2 0. 7 8 9 1. 0 6 7 0. 4 6 3 0.6 4 5 

C 0.8 0 8 1. 2 6 2 2.2 2 7 1. 3 3 1 1. 6 5 3 0. 9 1 7 1. 4 1 0 

全ジョプ 0.0 9 8 0. 2 1 4 0.4 6 5 0. 5 7 0 0. 6 3 8 0. 2 1 3 0.4 1 7 
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センターだより

昭和52年度計算機稼動状況

（単位，時間）

システム NEAC 2200 モデル 7 0 0 （システム 1) 記憶容量 1024 KCH 

月 4 5 6 合 計 平 均

サ ビ ス 160:13 zi9:1s 240:54 520:25 206:48 

開 発 o:oo 0: 0 0 o:oo 0: 0 0 o:oo 

講 習 o:oo o:oo 0 : 0 0 o:oo 0: 00 

準 備 1:54 2: 18 0: 5 8 5 : 1 0 1 : 4 3-

ア キ 7: 0 5 6: 4 0 9: 05 22:so 7:36 

業 務 3 : 4 3 4 : 1 4 6 : 3 3 1 4: 3 0 4:50 

小 計
172:55 232:30 257: 30 662: 55 220:53 (A) 

保 守 34;35 25:45 2 7 : 1 5 8 8: 3 5 2 9 : 3 1 (B) 

故 障 2: 2 5 4:00 o:oo 5:25 2:os (C) 

運 車'広. 時 間
209:55 263:15 284: 45 757:55 z5z:3s (A+B+C) 

稼 動 率 82. 3 88. 3 9 0. 4 8 7. 4 8 7. 4 (A/(A十B+C))%

運 転 日 数 22 24 26 72 24 (D) 

日 平 均 7 : 5 1 9 : 4 1 9: 5 4 9 : 1 2 9:12 (A/D) 
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（単位，時間）

システム ACOS77 システム 700 （システム 2) 記憶容量 1024 KB 

月 4 5 6 合 計 平 均

サ ビ ス 117: 55 152:20 177:38 447:53 149:17 

開 発 s:os o:oo o:oo s:05 2 : 4 1 

講 習 0 : 0 0 o:oo 0 : 0 0 0: 0 0 o:oo 

準 備 2 : 2 0 2: 0 5 1 : 1 8 5: 4 3 1 : 5 4 

ア キ 5: 5 0 2: 2 0 2:15 10:25 3: 2 8 

業 務 238:55 208:55 65:27 513: 17 171: 05 

小 計
373:05 365:40 246:38 935:23 328'.27 (A) 

保 守
14:00 1 4 : 1 0 19:40 4 7: 5 0 15:56 (B) 

故 障 1 : 5 5 o:oo o:oo 1 : 5 5 o:3s (C) 

運 転 時 間
389:oo 379:50 z55:1s 1035:os 345:02 (A+B+C) 

稼 動 率 9 5. 9 9 6. 2 9 2. 6 9 5. 1 9 5. 1 (A/(A十B十C))%

運 転 日 数
24 29 26 79 26 (D) 

日(A/D平) 
均 1 5 : 3 2 12 : 3 6 9: 2 9 1 2: 28 1 2 : 3 7 
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（単位，時間）

システム NEAC 2200 モデル 7 0 0 （システム 3) 記憶容箪 1024 KCH 

月 4 5 6 合 計 平 均

サ ビ ス 194:46 227: 32 248:20 670:33 223:32 

開 発 o:oo o:oo o:oo o:oo 0: 0 0 

講 習 o:oo 0 : 0 0 0 : 0 0 o:oo 0: 0 0 

準 備 1 ;39 1 : 2 0 1 : 1 7 4 : 1 6 1 : 2 5 

ア キ 6 : 4 0 7:20 8 : 2 1 2 2: 2 1 7: 2 7 

業 務 5 : 5 5 5:23 5: 3 7 15:55 5:33 

小 計
209:00 241:35 263: 35 714:10 23s:03 (A) 

保 守
25:35 2 3 : 1 0 2 8 : 5 5 7 7 : 4 0 2 5: 5 3 (B) 

故 障 o:oo 3 : 4 5 0 : 1 5 4:00 1 : 2 0 (C) 

運 転 時 間
234:35 268:30 292:45 795:50 265: 16 (A+B+C) 

稼 動 率
8 9. 0 8 9. 9 90. 0 8 9. 7 89. 7 (A/ (A+B+C))% 

運 転 日 数
25 24 26 7 5 25 (D) 

日(A/D平) 
均

8: 2 1 1 0 : 0 3 10 : 0 8 9: 3 1 9: 3 1 
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（単位，時間）

システム NEAC 2200 モデル 5 0 0 （システム 4) 記憶容羅 524 KCH 

月 4 5 6 合 計 平 均

サ ビ ス 11s:40 129:53 53:00 301 :33 100:31 

開 発 2:45 o:oo o:oo 2: 45 0 : 5 5 

講 習 0: 0 0 o:oo 0: 0 0 0: 0 0 0: 0 0 

準 備 2:20 2:42 0: 5 0 5 : 5 2 1 : 5 7 

ア キ 1 1 : 2 5 12:45 3: 2 5 27:35 9 : 11 

業 務 9 : 1 0 1 0 : 5 0 4: 2 5 24: 25 s:os 

小 計 144: 20 156:10 6 1 : 4 0 362: 10 120:43 
(A) 

保 守 1 4 : 3 5 14: 30 8 : 1 5 3 7: 20 12:26 (B) 

故 障 o:oo 2: 0 5 0: 0 0 2:05 0:41 
(C) 

連 転 時 間 158:55 172:45 69 : 5 5 401:35 133:51 
(A+B+C) 

稼 動 率 9 0. 8 9 0. 4 88. 2 9 0. 1 9 0. 1 
(A/ (A+ B+C)) % 

連 転 日 数 22 24 10 56 1 8 (D) 

日(A/D平) 
均 6: 3 3 5:30 6:10 6: 2 8 6: 4 2 
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バッチ利用状況表

システム JOB区分 三 4 月(%) 5 月(%) 6 月（％） 合計(%)

オ ープン
処理件数 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 

CPU時間

゜ ゜ ゜ ゜II 302(21.13) 403 (15. 09) 567(16.18) 1,272(31.03) 
A 

II 26,565 33,910 48,310 108,285 
II 897(62.77) 1,528(57.24) 1,726(49.27) 4,151 (101.29) 

B 
II 206,545 358,855 373.755 939,155 
II 15 (1.04) 7 (0.26) 10 (0.28) 32 (0. 78) 

I C 

” 25,355 8,666 18,690 52,711 

” 190 (13.29) 641 (24.01) 1,033(29.48) 1,864(45.48) 
リモート•バッチ

” 13,647 13,466 24,935 52,048 

” 25 (1.74) 90 (3.37) 167 (4.76) 282 (6.88) 
そ の 他

” 243 445 1,947 5,635 
II 1,429 2,669 3,503 4,098 

計

” 272,355 415,342 470,637 1,158,334 

暫定バッチ ” 55 208 246 509 

” 229 3,391 13,825 17,445 

” 396 1,356 1,515 3,267 
そ の 他

” 14,610 41,714 36,925 93,249 

” 451 2,064 1,761 4,176 
II 小 計

” 14,665 45,105 50,750 110,520 

” 82 110 192 
リモート・バッチ

” 683 4,097 4,780 

T s s 会話数 1;314 2,762 1,852 5,928 

CPU時間 16,664 26,128 17,031 59,823 

オ ープン
処理件数 4,121(74.38) 5,730 (70.58) 0 (0.00) 9,851 (42.07) 

CPU時間 52,505 69.833 

゜
122,338 

II 1,152(20. 79) 1,914(23.57) 1,789 (18.33) 4,855 (20.73) 
A 

” 87,473 125,031 126,760 339,264 
II 117 (2.11) 153 (1.88) 91 (0.93) 361 (1. 54) 

B 

” 27,417 32,561 227,610 287,618 
皿

” 64 (1.15) 118 (1.45) 7,355 (75.39) 7,537(32.19) 
C 

” 85,746 92,732 227,610 406,088 

” 86 (1.55) 203 (2.50) 520 (5.33) 80 9 (3.45) 
そ の 他

” 569 2,637 4,687 7,893 

計 ” 5,540 8,118 9,755 23,413 

” 253,740 322,794 586,667 1,163,201 

IV T s s会話数 284 216 54 554 

CPU時間 72,059 25,510 4,356 101,925 

（注） 1. %は，同一システム内での百分比を示す。

2. システム Iは， NEAC22 00シリーズ・モデル 700。

システム IIは， ACOSシリーズ 77システム 700。

システムJI[は， NEAC2200シリーズ・モデル 700。

システムIVは， NEAC2200シリーズ・モデル 500。 (6月末撤去）
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センターだより

「速報」及び「お知らせ」の集録

く速報No.4 5より＞

I ACOSシステム 700におけるセンター。ライブラリーの

登録について

このたび， ACOSシステムのセンター・ライプラリーに次のものが登録され， 6月10日

より使用可能となりますのでお知らせします。

NEAC 2200モデル 700から移行するもの

C 2 / SALEQ2 

C 3 / SLGNPL 

C 3 / SLGNAl 

C 3 / SLGNA2 

C3/SERF 

C3/SELIP1 

C3/SELIP2 

C 3 / SEXPIN 

C 6 I FMBM 

C 7 / LMINF 

C 7 / POW 

C 7 I LMIN 

C7/DAVID 

DO I S IEQV 1 

DO/SIEQV2 

DO/ SI EQF2 

Dl/SINT2 

Dl/SINT4 

D2 / SDEQl 

D 2 / SDEQ2 

代数方程式の根 (McAuley法）

ルジャンドルの多項式

第 1種ルジャンドルの陪関数

第 2種ルジャンドルの陪関数

誤差関数

第 1種完全楕円積分

第 2種完全楕円積分

指数積分

変形ベッセル関数 I。
直線上の極小化（微係数を使用しない方法）

関数の極小化 ( II 

直線上の極小化（微係数を使用する方法）

関数の極小化 （ II 

第 1種のボルテラ型積分方程式

第 2種 ” 
第 2種のフレドホルム型梢分方程式

数値栢分（ルジャンドル・ガウス公式）

II (シンプソン 1/3則）

連立常微分方程式（ルンゲ・クッタ・ジル法）

” （ミルン法）
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D 2 / S DEQ3 

D4/SDIF1 

D4/SDIF2 

D 6 / S FOURl 

D 6 / SFOUR2 

E 2 / SMOOTH 

E 3 / S IPOLT 

F 1 / SMARTH 

F 1 / SMSCLR 

F 1 / SMPRDT 

F 1 / S INYSR 

F 1 / SINYSD 

F 1 / SINYSC 

F 2 / SE IGNJ 

F2/SEIGNP 

F3 / SDETRM 

F 4 / SLNEQl 

F 4 / SLNEQ2 

G 2 / SCOR 1 

G 2 / SCOR2 

G 4 / SVARl 

G 4 / SY AR2 

G4/SYAR3 

G 4 / SYAR5 

J6/SPLOT 

常微分方程式（ルンゲ・クッタ法）

数値微分（前進差分公式）

// (中心差分公式）

フーリエ級数

” 
データの平滑（最小自乗法）

ラグランジェ補間

行列要素の四則演算

スカラーと行列の演算

行列の乗算

階数減少法による行列の逆転

分割法による行列の逆転

コレスキー法による行列の逆転

ヤコビ法による固有値と固有ベクトル（実対称行列）

累乗法による最大固有値と固有ベクトル（実対称行列）

ガウスの消去法による行列式

反復法による連立一次方程式の解

ガウスの消去法による連立一次方程式の解

相関分析

” 
二元配置法による分散分析

一元配樅法による分散分析

乱塊法による分散分析

グレコ・ラテン方格法による分散分析

ブロット

2 NEAC 2200モデル700から移行するが呼び出し方法が変更になるもの

Q2 / M-TYPE 

Q 2 / S-TYPE 

Q 2 / E-TYPE 

Q2 / I-TYPE 

誤差評価の可能な多重精度演算ルーチン

II 

” 
II 

3 新規追加のもの (NEAC2200モデル 700では使用不可）

C 6 / TBES J 第一種ベッセル関数Jn(X > (単梢度）

-36-



C 6 / TMBES I 

D 1 / T INTMR 

Dl / TINTL 

D 1 / TINTH 

D 1 / TDINTG 

D 1 / TDINTR 

F3, F4/ TINVCC 

F 2 / TEIGCM 

F 4 / TLECC 

第一種変形ベッセル関数 In(X) (単精度）

数値積分，変形ロンバーグ法（単精度）

数値積分，半無限区間，ラゲール・ガウス法（単精度）

数値積分，無限区間，エルミット・ガウス法（単精度）

二重積分，ガウス法

二重積分，変形ロンバーグ法

複素行列の逆行列，掃出法

複素行列の固有値および固有ベクトル

複素係数連立一次方程式，消去法

呼び出し方法は 1についてはNEAC2 20 0モデル 700の場合と同一です。（ライプ

ラリー・プログラム仕様書参照）

2, 3のものについては 7月初旬に呼び出し方法等をお知らせしますが，それまでに

使用される場合は研究開発部（内線 2833 大中）までお問合せください。

Il ACOSシステム 700におけるカード出力（暫定運用）について

ACOSシステム 700でのカード出カサービスを行ないますのでお知らせします。

なお，出力制限値等運用面に問題があり，サービス状況によって変更の可能性がありま

すので暫定運用とします。

1 サーピス開始時期

6月13日から

2 出力制限値

6000行

但し，プリント出力行数とカード出力枚数の合計。

3 出力方法

(1) TS S利用

形式 BPUNOH△ F 1 ; F 2; ※; • • • ; FN 

F 1から FNまで指定した JISコードファイルまたはファイルディスクリプション

の内容をBODに変換しセンターのカード・パンチ装置に出力する。一行が 80桁以上

の場合は 81桁目以上は無視される。カレントファイルの内容を出力する場合はアス

タリスク(※)を指定する。

端末からの入力方法を以下に示します。
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コマンド／
サブシステム

BPUNCH 

*BPUNCH Fl;* 

$ I DENT 課題番号，識別名

LABELS? A 

TAB CHARACTERS AND SETTING? 

FILE - *SRC 

LABELS? S 

TAB CHARACTERS AND SETTING? %, 7 

SNUMB if 2241T 

＊ 

質 問 応 笠ロ 説 明

BPUNCHコマンドでカード出力

$ I DEN'l'? 課題番号，識別名
を行なう BATCHジョブを作成す

るため課題番号，識別名を指定す

る

ASIS (A) ファイル上の形式のまま綱集しない

STRIP (s) ライン番号除去

MOVE (M) ライン番号を 73-80桁に移す

NORM (N) 
MOVEおよび標準タブ・セット

LABELS? 
(:, 8, 16, 32, 73) 

abcde1(i,j)1; ライン番号を 73-80桁に移し，

abcdez(i,j)z; ライン番号 (i, j)kをもつカー

ドに対して， 73-80に左詰めで

~ 止~k というプレフィックスを

abcde n ( 1.'J . ¥1 つける。

t 1 , s 11 , s 12 , ・ ・ ・s 1 n 1 

タブ文字 (t)およびタブ位置ー(s)

TAB CHARACTERS t m , sm 1 , s m 2 , …, をセットする。

AND SETTINGS? smn m 

NORM (N) : ,8,16,32,73にセット

キャリッジリタン タブ不使用

(2) BATCH利用

$PUNCH文を使用しないでカードせん孔が割り当てられる標準機番を使用してく

ださしヽ 。

a. FORTRAN 

装置番号 43を使用してください。
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b. FORTRAN言語以外

各文法およびフ゜ログラミング説明書を参照してください。

4 返却方法

受付番号 (SNUMB番号）の下 2桁 (Tを除く）の返却棚に返却します。

連絡所へ郵送する場合は$JOBカードあるいは $!DENTの第2オペランドの識別名

に "MAIL"を指定してください。

5 出力形式

1--22 4 1 T---1 トレーラー
レーベル

ト
ル

ン
イ
容

レ
ァ
内

カ
フ
の

―

―

―

―

’

-

.

 

$ NOTE TABS/ SETTNGS-&, 7 

$ NOTE LABELS-S 

($ NOTE FILENAME△ CURRENT△ FILE 

［晶『レ Fl

NOTE TABS/SETTNGS-AS 

($ NOTE LABELS-A 

($ NOTE FILENAME△ Fl 

ML-6000 
2 2 4 1 T 

ヘッダー・レーベル

BPUNCHコマンド使用出力結果
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Ill公衆電話網の内線番号について

外線番号についてはサービス開始時より代表番号制になっておりましたが，このたび内

線番号についても同様の形式となりましたのでお知らせします。

ただし，内線の場合代表番号はなく 2861-2865いずれの番号を呼び出しても空い

ている番号に接続されます。

N利用者講習会の開催日変更について

すでに，センター・ニュースNo.2 4で広報しております，昭和 52年度利用者講習会計

画のうち， 7月5日（火）開催予定の「データ・ベース説明」の講習会をソフトウェア等

整備の都合により 9月13日（火）に延期いたしますので御了承願います。
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センターだより

昭和52年度（後期）利用者ファイル

及び ACOSファイル開設申請の受付について

下記の要領で受付をいたしますので希望者は所定の用紙に必要事項を記入のうえ申し込ん

でください。

記

1. 受 付 開 始 昭和52年 9月 1日から（特に継続申請の場合は期限の切れる

1週間前までに手続きをしてください）

2. 受 付 窓 口 当センター共同利用掛 (JOB受付）

3. 開 設 期 間 昭和52年 10月 1日～昭和53年 3月末日

4. 申 込 資 格 昭和52年度大阪大学大型計算機センター利用申請の承認を受

けた者

5. 開設UOD, LINK数 原則として利用者ファイルは 75UOD, ACOSファイルは50

LINKまでとするが，特に理由があり，当センターで認めら

れたものについては，この限りでない。

6. そ の 他 (1) ファイル容量が満たんになった場合には，新規あるいは

追加申請をお断りする場合があります。

（特にモデル 700利用者ファイル）

(2) 申請書用紙は，当センター JOB受付及び各連絡所にあ

ります。
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センターだより

このたび数値計算に関する研究会を開催することになりましたので，ふるって御参加くだ

さるよう御案内いたします。

数値計算の誤差に関する研究会

日 時 昭和 52年 9月 27日（火） 10:00-16:45 

会 場 大阪大学大型計算機センター大会議室 (3階）

題 目

(I) 代数方程式数値解法プログラムの誤差評価

大阪大学大型計算機センター 大中幸三郎，磯本征雄

c rr) 非線型フ゜ログラミング問題を乗数法により解くときの問題点

京都大学大型計算機センター 星 野 聡

(1lI) 数値計算の常識

名古屋大学大型計算機センター 宮 市

(N) 有限桁計算と誤差消失

東芝憫電子計算機事業部 平野菅保

パ ネル討論

座 長 東北大学大型計算機センター 高 橋 理

パネラー ニ宮市三，星野聡，平野菅保，大中幸三郎

申込先 大阪大学大型計算機センター庶務掛

〒565 吹田市大字山田上

(06)877-5111 内線 280 6 

※申し込みの詳細については各自所属の連絡所に問い合わせてください。
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